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事業所名 なぎさ園

チェック項目 改善目標、工夫している点など 

環
境
・
体
制
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

基準以上に面積を確保していますが、一
か所に集まってしまうと密集してしまうた
め、活動の中で部屋で分けるように心掛
けています。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか

必要に応じて職員の人数の増減はあり
ますが、基本的には子ども２人に対して
指導員１人で対応しています。

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの
設置などバリアフリー化の配慮が適切に
なされているか

建物上難しい所もありますが、修繕や工
夫して出来るバリアフリーは行っていま
す。

適
切
な
支
援
の
提
供

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、放課後等デイサービ
ス計画が作成されているか

お迎え時の申し送りでのお話やモニタリ
ング、支援計画作成前のアンケート等
で、利用者様と保護者様のニーズや課
題を把握し計画作成に反映させていま
す。

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫さ
れているか

大枠のプログラムは決まっていますが、
季節ごとの制作やイベントを行ったり、利
用する公園を変えたりして工夫していま
す。また長期休みには、お出かけ等も取
り入れています。



適
切
な
支
援
の
提
供

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある
か

新型コロナウイルス流行の為、現在は他
施設と活動する機会を控えています。新
型コロナウイルス収束後に、活動の機会
を設けていきたいと思っています。

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑦ 支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明がなされたか

契約時になぎさ園の方針やあかりの運
営規定等について説明をしています。ま
たその都度変化があった時には、丁寧
に説明していきます。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

お迎え時の申し送りの際に、その日あっ
た事や挑戦したこと、成長している所な
どをお話して共有しています。

⑨ 保護者に対して面談や、育児に関する助
言等の支援が行われているか

お迎え時の申し送りの際に、保護者の方
とお話しています。また、必要に応じて面
談や助言等行える環境を整えています。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等
の開催等により保護者同士の連携が支援
されているか

新型コロナウイルス流行の為、現在は保
護者同士での交流会を控えています。新
型コロナウイルス収束後に、必要に応じ
て交流の機会を設けていきたいと思って
います。

⑪

子どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保
護者に周知・説明し、苦情があった場合に
迅速かつ適切に対応しているか

苦情等があった場合には、迅速に対応し
早急に解決できるように努めます。

⑫ 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

子どもたちとは、写真カードやサイン等
色々な方法でコミュニケーションを図って
います。
保護者の方とは、お迎えの申し送りの際
にその日の様子や成長した事をお話して
います。また保護者の方からもお家での
様子などを伺い、意思疎通を図っていま
す。



保
護
者
へ
の
説
明
等

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果を子どもや
保護者に対して発信しているか

二か月に一度「なぎさ園だより」を発行
し、活動の様子等を発信しています。ま
た、自己評価の結果をホームページに公
表しています。

⑭ 個人情報に十分注意しているか

個人情報の保管の仕方や写真の取り扱
いについて全職員に周知し、十分に気を
つけています。

非
常
時
等
の
対
応

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者
に周知・説明されているか

掲示物として確認出来るようにしていま
す。今後は保護者の方々にもわかりや
すいように掲示していきます。また、感染
症対策としておもちゃや机等の消毒も
行っています。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

なぎさ園では、毎月火災又は地震、洪水
時の避難訓練を行っています。また年に
２回消防訓練をしています。

満
足
度

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか

今後も子どもたちが安心して、楽しく過ご
せるような環境作りを行っていきます。ま
た、様々な経験ができるようなプログラム
を考えます。

⑱ 事業所の支援に満足しているか

保護者の方と子どもたちの様子・課題等
を共有し、満足していただけるように工
夫していきます。


